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『 つ な が り の 法 則 』
３年主任 福島 丈

第４回 日間賀サミット ～島をもっと元気にするプロジェクト～
11月20日（月）、第４回目の日間賀サミットが開かれました。
各グループからは、話し合いの結果として、次のような意見、アイディアが発表されました。
〔島っ子クリーン活動の改善点について〕
・大人の人たちにもっと知っていただき、参加していただけるように、工夫しよう。
→エリアトークを増やす。お知らせのチラシを回覧板にはさむなど、区の協力を得る。
各種団体（漁協、観光協会、婦人会…）に小中学生が「参加のお願い」をしに行く。

・「島っ子…」ではなく「島民クリーン活動」と名前を変える。
〔島の方と一緒に島をもっときれいにする方法について〕
・ゲーム形式にするなど、美化活動をイベント化し、楽しく参
加できるようにしよう。
・大人の人たちが行っている美化活動に、小中学生も積極
的に参加しよう。

これらの意見の中から、実現できそうなことを児童会・生徒会の
代表が選び、実行に移していく予定です。

日 中 祭 ～GET STUPID！ 全力でバカになろう～

11月７日（火）、恒例の本校学校祭「日中

祭」が盛大に開かれました。

スローガン「バカになろう」のもと、全校生
徒が心を一つに、笑い声と笑顔のあふれる

一日をつくり上げました。
オープニングセレモニーに始まり、音楽

発表、作品展示、和太鼓演奏、学級展示、
アトラクションと、いたる場面で「やりきる・な

りきる姿」「ちょっとした工夫」「ともに盛り上がる一体感」が。エンディングセレ

モニーでの、生徒会執行部からの「こんなに楽しい、最高の日中祭をつくっ
てくれたみんなに感謝したいです」という言葉が印象に残りました。

「運」にはこんなルールがあると聞いたことがあります。「自分の一部がよくなると、他の部分も引っ
張られるようによくなっていく」というものです。これを『つながりの法則』と言うようですが、例えば、よ
く部屋の掃除を徹底的にしたら、あらゆるジャンルのことで、良いことが起こるようになったとか、トイ
レや玄関ををきれいにしたらお金が貯まるようになったとか、一見何も関係がないように思えることで
も、自分の一部の流れがよくなると、その他の部分の流れもよくなるということです。
昨年度から始まった日間賀サミットの担当を今年度から私が引き継ぐことになり、第３回目の日間

賀サミットを５月に行いました。その中で、「島を今よりももっとよくするために何が必要か」というテー
マで、小中学生と大人の方とで話し合いました。「島をきれいにすることが必要」と決まりました。そ
の後、「島をきれいにするために」島のクリーン活動を行いました。先日行われた第４回目の日間賀
サミットでは、そのクリーン活動の反省と次なる課題を話し合いました。まだまだ、島民の方に広く認
知されるような活動ではなかったので、小中学生だけで清掃をしていたにすぎませんでしたが、この
小さな活動も『つながりの法則』に当てはめると、実はすでに「運」をよくしているのかもしれません。
次回のクリーン活動では、大人の方にも協力をしていただき、さらに島をきれいにしていく予定で

す。みんなで行うことで、ますます「運」が上昇し、クリーン活動とは一見関係ないようなところで、よ
いことが起こるかもしれません。日頃、大変お世話になっている島民の方々に、幸せが訪れることを
心から願っています。



１２ 月 の 予 定

日 曜 行 事 等 の 予 定

１ 金 期末テスト（音・英）

生徒議会

２ 土

３ 日

４ 月 朝会 合唱ｺﾝｸｰﾙ週間

５ 火 Ｂ日程 第３回掃除隊

６ 水 ＨＡ

７ 木 Ｂ日程 委員会

８ 金

９ 土 バスケ部：町ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会

10 日

11 月 朝会

12 火 持久走大会

13 水 持久走大会予備日

14 木 Ｂ日程 個人懇談会

15 金 Ｂ日程 個人懇談会

16 土

17 日

18 月 合唱リハーサル

19 火 Ｂ日程 合唱コンクール

20 水 Ｂ日程 生徒会主催レク大会

21 木 給食終了

22 金 終業式、大掃除

23 土 天皇誕生日

24 日 冬季休業（１／８まで）

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日 大晦日

１ 月 の 主 な 行 事

９日(火) ３学期始業式

10日(水) 実力テスト

新年に誓う会

16日(火) １年薬物乱用防止教室

18日(木)～22(月) ３年学年末テスト

30日(火) 中学校入学説明会

31日(水)～2/1(木) ３年生個人懇談会

３年進路説明会・２年高校訪問《11/14》
２、３年生が、中学

校卒業後の進路につ

いて考える機会をもち

ました。

３年生は保護者と

ともに、高校・専修学

校など、進学に向けての説明に参加しました。模擬面接の

場面では進路希望の決定を目前に、生徒の真剣な眼差し

がみられました。

また、２年生は、名古屋市・半田市の

高校・専修学校へ班別に訪問しました。

「『行ける』学校ではなく『行きたい』学校

に進学することが大事だと分かった」など

の感想を述べていました。

「日間賀サミットを終えて」
校長 鈴木 康弘

１１月２０日（月）に、「第４回日間賀サミッ

ト」が開催されました。昨年度から始まった「日

間賀サミット」も４回目となり、回数を重ねるご

とに参加者も増え、多くの大人と小中学生が島の

将来について話し合う場となっています。

今回は、「島っ子クリーン活動の改善点」と「島

の方と一緒に島をもっときれいにする方法」につ

いて、少人数のグループに分かれて話し合いまし

た。途中、グループを変えながら話し合い、大変

有意義な会となりました。参加してくださった大

人は、子どもたちの話に真剣に耳を傾け、時には

丁寧に助言をしてくださいました。和やかな雰囲

気の中にも、大人と子どもが顔を突き合わせて島

のことを真剣に考える姿がありました。

サミット後の大人へのアンケートには、「子ど

もの新しい発想で日間賀島はいいな、すばらしい

なと思う島にしてほしい。」「子どもたちに島を好

きになってもらい、自分たちで島をつくっていく

感覚をもってほしい。」など子どもたちへの期待

が寄せられました。また、「子どもたちが真剣に

島のことを考えていると思った。」「大人と子ども

が同じ場で話し合いができることはすばらしいこ

とで、続けてほしい。」など子どもたちの成長と

ともに、サミットの意義についても感想が寄せら

れました。地域に支えられた「日間賀サミット」

であり、地域に支えられた日間賀小・中学校だな

と感じ、身の引き締まる思いでした。同時に、「日

間賀サミット」は、日間賀小・中学校にとって、

他に誇れる自慢の活動だと強く感じました。


